
◉危険物の排出方法
■ガスライター
　必ず中身を使い切るか、ガスを出し切ってから燃えないごみ
として出してください。
■カセットコンロ用ボンベ、スプレー缶
　中身を使い切った上で、風通しのよい場所で穴をあけ、空き缶・
金属類の収集日に赤色の専用コンテナに排出してください。

◉ごみ袋には記名しましょう
　市では、ごみ袋に記名してごみ集積所に出していただくこと
にしています。
　これは、ごみの適正分別について、市民に協力いただき、責
任をもって排出していただくために実施しています。
　ごみ集積所へ誤った出し方をした場合は、出された
ごみ袋に警告シールを貼り付け、収集できない旨を自
治会に連絡しています。
　適正なごみの排出に皆さんのご協力をお願いします。

◉ごみ処理の経費について
　市のごみの収集・運搬・処理に要する年間経費は、
8億円を超えています。その内、ごみ袋代金等でいた
だいている手数料の合計は、年間約 1億円です。その
差額約 7億円は、皆さんの税金により賄っています。
分別収集ができていないとその分処理に要する経費が
増えることになります。その結果、限られた財源の中で、
他の市民サービスに充てる財源が減ることにもなりか
ねません。ごみの減量化に取り組んでいきましょう。

◆環境課
☎587－ 6003
℻   587 － 3834

　市内の山からびわ湖にいたる水環境保全の取り組
み活動報告会を開催します。水環境に関心のある人
は、ぜひご参加ください。
　事前申し込みは不要です。

・日　時…6月 30日㈰午後 1時～ 3時 30分
・会　場…コミセンなかさと大ホール
・内　容… 水源の山・森・川・田畑・びわ湖の水環

境保全に取り組む市民団体や自治会の活
動事例の報告

・主　催…環境基本計画推進会議里川づくり委員会
・参加費…無料

里山・森・里地・びわ湖の
「水」フォーラム

　中里学区の燃えないごみ収集日（4月 3日）に、収集したごみが爆発し、発火する
事故が発生しました。
　原因は、スプレー缶やガスライターに残っていたガスが、ごみの積み込みの際に圧
縮されて漏れ出し、金属同士の摩擦により引火し燃え出したものと考えられます。
　幸い、市民や作業員にけがはありませんでしたが、今回のごみの中からは中身がま
だ入っているカセットコンロ用ボンベも見つかっており、場合によっては大事故になっ
ていた可能性があります。
　二度とこのような事故を発生させないために、ごみを出すときには「ごみカレンダー」
や「ごみ分別名人」でご確認のうえ、適正なごみ出しをお願いします。

6月22日午前10時～正午

毎月第 4土曜は
 廃食油回収の日

回収会場：市役所別館横電話ボックス付近
回収物：廃食油、牛乳パック、アルミ缶
環境課☎ 587 － 6003、エコロジーマー

ケットやすの会・増村☎ 586－ 1441
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。

　

昔
の
写
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は
、
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を
知
る
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懐
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く
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史
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。

　
　
（
博
物
館
学
芸
員　
行
俊
勉
）

中主小学校旧校舎（『中主小学校創立 50周年記念誌』より）

野洲町合併祝賀パレード　
1955（昭和 30）年・藤村和夫氏撮影

【休館日】月曜日　市民は入館無料
◆テーマ展「昭和のくらし―むかし・なつ
かし・モノがたり―」／6月 30日㈰まで
◆市史・郷土史講演会「近世検地と村・
百姓」／ 6月 29 日㈯午後 2時～ 4時 
講師…渡邊忠司さん（佛教大学歴史学部教授）
◆第 5回弥生の森写真展 ｢ふぉれすとフォ
トギャラリー ｣／ 6月 15 日㈯～ 9月 1日㈰
※作品募集中（8月 25日㈰まで）
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